
7 年 2 月 3 日

9 時 30 分から 14 時 20 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 四天王寺悲田院児童発達支援センター 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念

社会福祉法人四天王寺福祉事業団　宣言
１　私たちは「四天王寺開祖聖徳太子が帰依(きえ)された仏教の精神に基づき人の幸せをよろこびとして福祉社会の実現を目指します」
２　私たちは「良質で信頼されるサービスを誠実に提供し安心して暮らせる地域(まち)づくりに貢献します」
３　私たちは「人の尊厳と主体的な生活を守るとともに常に安全なサービス提供に努めます」

支援方針

私たちは「育ちの芽吹きを支援する」という使命のもと、子ども達が将来健やかに育ち、充実した豊かな社会生活を送ることが出来る様に、一人ひとりに応じた支援を実施していきます。
①こどもの育ちの充実
　発達に課題のある子どもの、発達状況、特性等に応じ、一人ひとりに合わせた環境設定し、子供の育ちを促す遊びや活動を提供します。子どもの「楽しい」「おもしろい」と
　いう気持ちを第一に「あそび」を通して経験を重ねることで、子どもの「できた」を育み、成功体験を積み重ねることで自己決定の「やってみよう」に繋がるよう支援します。
　また、安定したアタッチメント形成の為、親子当園の機会も設定いたします。
②家族への支援
　子どもにとって大切な家庭が安らぎの場となるように、家族の不安に寄り添いながら、安心して育児をしていただけるよう、一緒に子どもの育ちを考えます。
③地域とのつながり
　保育所、認定こども園、幼稚園等との併行利用にも対応し、近隣こども園と交流保育を実施し、遊びを通じてこどもと地域の繋がりを築きます。
④地域への支援
　地域の関係機関や他の事業所等との連携を行い、こどもと家族が包括的に支えられ、安心して暮らせる地域づくりに貢献します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・個々の健康状態を把握すると共に、基本的な生活リズムを身につけられるよう支援します。
・物や状況に合わせた体や手指の使い方を活動の中で取り入れ、日常生活の中で必要とされる基本的生活スキルを獲得できるよう支援します。
・様々な遊びを通して学習していく子どもたちが、安心して活動（遊び）に参加できるよう、一人ひとりに合わせた環境調整を行います。

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動・動作の向上及び習得、関節の拘縮や変形の予防、筋力の維持・強化を図ります。
・遊びを通して、保有する視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう支援します。
・運動機能、バランス感覚、力の強弱、距離感、様々な体の感覚・感触に触れ、感覚の成長を支援します。体の感覚の成長により、力加減や、体の動きのコントロールだけでなく、気持ち
のコントロールを促します。

・パズル課題、見本合わせ課題、読み聞かせを通して、物の機能、属性、形、色、大きさや重さなど抽象的な概念について、言葉と結びつけながら学ぶ機会を作ります。数量や数字の順番
など、数に関することを段階的に学べるようにします。
・着席する、相手を見て話す、話を聞く、嫌なことでも少しやってみる、まあいいかと思えるようになるなど課題に向かう姿勢や力を育めるよう、特性に合わせた環境設定を工夫します。
「楽しい」「またやりたい」と感じられるように関わりを工夫するとともに、「頑張ってよかった」と思える自己肯定感を高められるような支援をします。
・職員が合図を出したりタイミングを合わせる等一緒に遊ぶことで、簡単なルールを意識できるように促します。

・「聞く」「伝える」というコミュニケーションの基盤を作ります。自分の発信を相手が受け止めてくれる、相手の言うことに応じて行動したり発信したりすると相手が肯定的な対応をし
てくれるという経験を通じて、コミュニケーションの楽しさを感じられるよう支援します。自分のしたいことを伝える、手伝ってほしい時に援助を求めるなど、生活の中で自分自身を大切
にするために必要な行動を身につけられるよう支援します。音声言語によるコミュニケーションに止まらず、お子さんの特徴やニーズに応じて、絵カードや身振りや文字を使った手段を活
用します。言葉を聞いて行動することや、見たものや経験したことを個々のコミュニケーション手段で表現する機会を作ります。

・安心できる大人との信頼関係を基盤として、周りの状況に気づき周囲の人や物への興味、関心を拡げ、他者との適切な関わり方、コミュニケーションのとり方を身につけ、気持ちや行動
の調整、集団への参加ができるよう支援します。
・集団での活動や、他児との関わりを通して実践的に学ぶ場面を設定し、挨拶・ルール・マナー・礼儀・感謝・謝罪など社会生活で活躍するスキルを身に付けられるよう支援します。

主な行事等 入園式、はなまつり、親子保育、盆踊り、運動会、でんでん（こどもカーニバル）、園外保育（遠足）、生活発表会、もちつきごっこ、卒園式、修了の会

家族支援

・子どものことを心から愛おしいと思えるよう保護者の気持ちに寄り添い、子ど
もが安心して成長・発達できる基盤となる親子関係の構築を支援します。
・親子登園やクラス懇談等を通じ、悩みや不安を言い合える保護者同士の交流の
場を設けます。

移行支援

・就園、就学の際には、これまでの支援の経過やその他子どもの情報を校
園所と情報共有し、引継ぎをすることで継続した支援ができるようにしま
す。
・卒園退園後、保護者と相談の上、必要に応じて校園所での子どもの様子
を見学したり、子どもの様子や支援方法について、情報共有します。

地域支援・地域連携

・実習生の受け入れ
・保育園、こども園、幼稚園への巡回訪問
・並行通園児の通う園への訪問や支援方法に関する情報共有、連携
・悲田院こども園との交流保育の実施
・自立支援協議会への参加、市の担当課との情報共有、連携

職員の質の向上

・身近な職員からの学びや相談を通して、専門スキルの習得や向上を目指
します。
・職員の資格取得補助
・施設内研修（新人研修、法定研修、外部講師を招いた研修）
・法人全体での職員研修の実施


